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　「青いレモンの島」として知られる岩城島
で、温暖な気候・潮風をたっぷり浴びて育
ち、やわらかくジューシーで甘みのある極
上のおいしさをもつレモンポーク。そのレ
モンポークを利用した料理「レモンポーク
丼」です。

上島町﹁レモンポーク丼﹂

レモンハート（上島町岩城）
“爽やかレモンポーク丼”

弓削しまでCafe（上島町弓削）
“至高レモンポーク丼”

ミスティー亀井（上島町岩城）
“濃厚レモンポーク丼”

インランド・シー・リゾート　フェスパ（上島町弓削）
“旨ダレ レモンポーク丼”
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面
接
技
法
研
修
会
を
開
催

　
　
各
町
か
ら
17
人
が
参
加

　

県
町
村
会
は
、「
平
成
24
年
度
町
（
市
）

面
接
試
験
技
法
研
修
会
」
を
8
月
28
日
午

後
1
時
か
ら
県
自
治
会
館
で
開
催
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
町
（
市
）
の
採
用
試

験
に
お
い
て
、
人
物
重
視
、
面
接
重
視
の

動
き
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
に
伴
い
面
接

試
験
の
影
響
力
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
面
接
試
験
の
基
礎
知
識
や
質
問

の
技
法
、
評
価
の
技
法
を
習
得
す
る
こ
と

に
よ
り
、
面
接
試
験
の
円
滑
な
実
施
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
に
開
い
た
も
の
。

　

講
師
は
、（
公
財
）
日
本
人
事
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
の
川
村
輝
雄
氏
で
各
町
（
市
）

か
ら
担
当
職
員
ら
17
人
が
出
席
し
、
熱
心

に
研
修
が
行
わ
れ
た
。

面接試験技法研修会～優れた人材を確保するために～
進　行　表

13：00　開会、挨拶、自己紹介、この研修の進め方
 　　　Ⅰ　面接試験の基礎知識
 　　　　１　面接試験の役割
 　　　　２　よく指摘される問題点
 　　　　３　面接試験の校正性確保のための工夫
 　　　　　　　　　　　実習：事例の視聴① （質問の仕方）
 　　　　４　質問に当たっての留意事項
 　　　　５　質問禁止事項
 　　　　６　ラボートの形成、受験者を知る
14：05　Ⅱ　質問の技法
 　　　　１　基本質問と関連質問
 　　　　２　質問の展開を考える　実習：質問展開
 　　　　３　コンピテンシーを意識した質問展開
 　　　　４　受験者の事前準備への対応
 　　　　５　重要な特徴に迫る（性格検査の活用）
 　　　　６　質問の技法のまとめ

（休憩　14：40～14：45）
14：45　Ⅲ　評価の技法
 　　　　１　的確な評価を行うために
 　　　　　①　面接開始前、面接中、面接後　
 　　　　　②　評定票を活用する（評価のポイント）
 　　　　　③　評価の誤差を避ける
15：20　実習：事例の視聴② （評定練習）
　 　　　　 事例の視聴③ （総合評定の工夫）
16：00　実習：模擬面接
16：20　Ⅳ　総まとめ　　面接者の心構え　　質疑応答

　

四
国
四
県
町
村
会
事
務
局
長
会
議
が
、

8
月
8
日
松
山
市
の「
愛
媛
県
自
治
会
館
」

で
開
催
さ
れ
、
各
県
事
務
局
長
や
担
当
者

が
出
席
。「
四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大

会
」
の
開
催
要
綱
等
を
決
定
し
た
。

　

首
長
と
議
会
は
二
元
代
表
制
の
仕
組
み

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
町
村
会
と

議
長
会
の
要
望
事
項
に
は
若
干
の
差
異
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
は

町
村
行
政
の
進
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
で

あ
り
、
例
え
ば
町
村
財
政
の
充
実
強
化
や

地
方
分
権
の
進
展
、
さ
ら
に
道
路
網
の
整

四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会
に
向
け
て

四
国
四
県
町
村
会
事
務
局
長
会
議

　
8
／
8
　
松
山
市
で
開
催

備
促
進
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
が
共
通
し
て
い

る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
四
国
57
の
町
村

長
と
議
長
が
一
堂
に
会
し
て
、
立
場
を
超

え
て
共
闘
し
よ
う
。
そ
し
て
、
四
国
な
ら

で
は
の
魅
力
を
内
外
に
広
く
発
信
・
ア

ピ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る
狙
い
の
も
と
に
、

昨
年
に
続
き
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

も
の
。

　

な
お
、
大
会
は
9
月
27
日
㈭
午
後
2
時

か
ら
松
山
全
日
空
ホ
テ
ル
で
、
別
記
の
大

会
要
綱
の
と
お
り
開
催
さ
れ
る
。

平成24年度四国四県町村長・議長大会開催要綱
　
１．名　　称　　四国四県町村長・議長大会
２．目　　的　　四国の57の町村長・議長が一堂に会し、長と議会の立場

を超えて「元気溢れる地域をつくる。」との強い信念の
もと、町村の抱える重要課題について研修・意見交換・
審議し、その実現のため総力を結集して行動し、多様で
個性豊かな町村自治の振興と住民福祉の向上を期する。

３．主　　催　　四国四県町村会
　　　　　　　　四国四県町村議会議長会
４．日　　程　　平成24年９月27日㈭
　　　⑴　大　会（会議）　　14時00分～15時20分
　　　⑵　震災被災地の声（仮題）　　15時20分～15時50分
　　　　　　講師：岩手県大槌町　総務部長兼総務課長　平野　公三氏
　　　⑶　講　　演　　16時00分～17時00分
　　　　　◦演題：「ドラマに見る四国の魅力」（仮題）
　　　　　　講師：ＮＨＫ松山放送局長　吉川　幸司氏
　　　⑷　意見交換会　　17時30分
５．開催場所　　松山全日空ホテル南館　４階　エメラルドルーム
　　　　　　　　住所　松山市一番町3︲2︲1　　電話　089︲933︲5511
６．出 席 者　　四国四県町村長　全員
　　　　　　　　四国四県町村議会議長　全員
７．審議事項　　◦提案議題　◦決議
８．大会次第
　　　⑴　開会のことば　⑵　国歌斉唱　⑶　あいさつ　⑷　宣言
　　　⑸　来賓祝辞　愛媛県知事、愛媛県議会議長、全国町村会長、
　　　　　　　　　　全国町村議会議長会長、地元有識者
　　　⑹　議長選出　⑺　議事　提案議題審議　⑻　決議
　　　⑼　共同アピール　⑽　実行運動方法協議　⑾　閉会のことば
９．意見交換会
　　　⑴　開会　⑵　あいさつ　⑶　乾杯　⑷　懇談
　　　⑸　万歳三唱（ガンバロウコール）　⑹　閉会
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●
幸
せ
と
は

　

私
た
ち
の

今
の
生
活
は
、

果
た
し
て
幸

せ
な
の
だ
ろ

う
か
。
ふ
と
、

そ
ん
な
思
い

を
抱
く
こ
と
が
あ
る
。
戦
前
生
ま
れ
の
私

は
、
時
代
の
大
き
な
う
ね
り
の
中
で
生
き

て
き
て
、戸
惑
っ
た
り
、抵
抗
し
た
り
、順

応
し
た
り
…
そ
ん
な
繰
り
返
し
の
中
で
今

に
至
っ
て
い
る
。
確
か
に
戦
中
、
戦
後
間

も
な
い
頃
と
比
べ
る
と
生
活
様
式
、
環
境

な
ど
は
見
違
え
る
程
変
化
し
、
便
利
に
な

り
、
豊
か
に
な
り
、
一
見
幸
せ
に
な
っ
た

よ
う
に
思
う
。
し
か
し
、
本
当
の
幸
せ
っ

て
、
今
の

よ
う
な
物

の
豊
か
さ

を
言
う
の

だ
ろ
う
か

こ
の
豊
か

さ
と
逆
に

親
子
や
家

族
の
絆
が

近
所
の
人

同
士
、
地

域
で
暮
ら

す
人
々
の

心
の
絆
が

弱
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な

い
。
ま
し
て
、
日
本
人
同
士
、
世
界
の
国

の
人
々
と
の
絆
…
本
当
に
強
い
の
だ
ろ
う

か
…

　

東
日
本
大
震
災
に
寄
せ
ら
れ
た
世
界
各

国
か
ら
の
支
援
は
、
海
を
越
え
人
間
同
士

の
絆
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
た
。
し
か

し
、
そ
の
一
方
で
戦
後
を
引
き
ず
っ
て
い

る
現
象
も
依
然
と
し
て
起
き
て
い
る
。
竹

島
、
尖
閣
諸
島
、
北
方
領
土
…
日
本
は
固

有
の
領
土
で
あ
る
と
言
い
つ
つ
も
、
韓
国

や
、
中
国
、
ロ
シ
ア
は
同
じ
よ
う
に
自
国

の
領
土
だ
と
主
張
す
る
。
日
本
は
主
張
す

る
も
の
の
、
そ
れ
ら
の
国
の
実
効
支
配
を

許
し
て
き
て
い
る
。
戦
後
処
理
の
ま
ず
さ

が
、
今
の
現
状
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
の

で
は
と
思
え
て
な
ら
な
い
。

●
長
寿
社
会
の
大
往
生

　

今
年
の
夏
も
暑
か
っ
た
。
連
日
30
度
を

越
す
真
夏
日
が
続
き
、
35
度
を
超
え
る
猛

暑
日
も
年
々
増
え
て
き
て
い
る
気
が
す
る

よ
う
な
、
暑
さ
続
き
で
あ
っ
た
。
各
地
で

熱
中
症
で
亡
く
な
る
方
も
多
か
っ
た
。
私

も
初
め
て
熱
中
症
を
体
験
し
た
。
確
か
に

年
を
と
っ
て
き
て
、
健
康
維
持
の
難
し
さ

を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
暑
さ

が
盛
り
の
今
年
の
お
盆
に
、
松
前
町
で
最

高
齢
者
で
あ
っ
た
女
性
が
1
0
7
歳
で
亡

く
な
ら
れ
た
。
こ
の
女
性
は
1
0
0
歳
に

な
ら
れ
た
時
に
、
ご
主
人
が
1
0
1
歳
で
、

県
下
で
も
極
め
て
珍
し
い
＂
1
0
0
歳
夫

婦
＂
で
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
ご
主
人
は

1
0
2
歳
で
亡
く
な
ら
れ
た
が
、
女
性
は

こ
の
夏
ま
で
お
元
気
で
、
9
月
に
私
が
長

寿
の
お
祝
い
に
伺
う
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
お
ら
れ
た
と
息
子
さ
ん
が
話
し
て
く
れ

た
。私
自
身
も
、毎
年
お
会
い
し
て
、色
々

な
お
話
を
聞
く
の
が
楽
し
み
で
あ
っ
た
。

こ
の
女
性
は
明
治
37
年
に
生
ま
れ
、
明
治
、

大
正
、
昭
和
、
平
成
を
生
き
抜
い
て
こ
ら

れ
た
。
戦
前
、
戦
中
は
、
女
性
教
師
と
し

て
い
く
つ
も
の
小
学
校
に
奉
職
、
戦
後
退

職
し
て
か
ら
は
、
40
年
間
に
亘
っ
て
、
婦

人
会
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
苦

難
の
時
代
に
あ
っ
て
女
性
の
社
会
参
加
や
、

地
位
向
上
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
、
女
性

の
社
会
進
出
の
礎
を
築
い
た
方
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
棺
に

横
た
わ
る
こ
の
女
性
の
表
情
に
は
、
一
世

紀
以
上
を
力
一
杯
生
き
抜
い
て
、
天
寿
を

全
う
し
た
と
い
う
満
足
感
の
よ
う
な
も
の

が
漂
っ
て
い
た
。
私
も
人
生
こ
う
あ
り
た

い
も
の
だ
と
つ
く
づ
く
思
っ
た
。

●
感
動
と
失
望

　

今
年
の
夏
は
、気
候
の
暑
さ
に
加
え
、ロ

ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日
本
選
手
団

の
活
躍
に
、
応
援
す
る
側
も
連
日
夜
を
徹

随想随想随想

﹁
24
　夏 

雑
感
﹂

 

松
前
町
長　

白
　
石
　
勝
　
也
　

し
て
熱
く
盛
り
上
が
っ
た
。
史
上
最
多
の

38
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
活
躍
に
、
日

本
中
が
沸
い
た
。
特
に
、
今
回
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
あ
ま
り

新
聞
や
テ
レ
ビ
に
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ

た
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
や
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、ボ

ク
シ
ン
グ
な
ど
の
競
技
で
の
メ
ダ
ル
獲
得

や
、
団
体
（
チ
ー
ム
）
の
活
躍
が
目
立
っ

た
こ
と
が
何
よ
り
喜
ば
し
い
。
女
子
バ

レ
ー
、
水
泳
の
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
、
卓
球

の
女
子
団
体
、
そ
し
て
サ
ッ
カ
ー
女
子
な

で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
…
個
人
の
金
も
す
ご
い

が
、
団
体
で
銀
や
銅
を
勝
ち
取
っ
た
選
手

の
喜
び
は
応
援
す
る
側
に
も
、
同
じ
喜
び

を
与
え
て
く
れ
た
。

　

こ
う
し
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
選
手
の

大
活
躍
は
、
国
民
に
大
き
な
感
動
を
与
え

た
の
に
…
今
の
国
政
は
一
体
ど
う
な
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
政
権
交
代
で
何
が
変

わ
っ
た
の
か
。
政
治
家
は
、
本
当
に
国
民

の
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
失

望
と
疑
問
を
感
じ
さ
せ
る
不
毛
の
夏
の
政

局
が
続
い
て
い
る
。　
　
（
8
月
末
記
）	

’
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町
か
ら
の

　
　お
知
ら
せ

◉
三
崎
秋
祭
り

伊 

方 

町

●
場
所
／
伊
方
町
三
崎

　
　
　
　

旧
国
道
九
四
フ
ェ
リ
ー
駐
車
場

●
実
施
時
期
／
10
月
８
・
９
日

　

三
崎
秋
祭
り
で
は
、
毎
年
の
10
月
9
日

に
江
戸
初
期
か
ら
続
く
伝
統
行
事
「
牛
鬼

と
四
ツ
太
鼓
の
練
り
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
練
り
は
、
高
さ
14
メ
ー
ト
ル
の
や

ぐ
ら
を
組
み
、
約
10
メ
ー
ト
ル
の
牛
鬼
を

垂
直
に
引
き
あ
げ
、
牛
鬼
に
四
ツ
太
鼓
の

か
き
棒
を
押
し
合
わ
せ
て
蹴
り
上
げ
合
戦

を
繰
り
広
げ
ま
す
。

　

源
氏
（
四
ツ
太
鼓
）
と
平
氏
（
牛
鬼
）

の
合
戦
に
見
立
て
た
こ
の
練
り
は
、
ど
う

し
て
こ
の
よ
う
な
形
に
な
っ
た
の
か
は
不

明
で
す
が
、
大
変
珍
し
く
、
迫
力
あ
る
両

者
の
争
い
は
一
見
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
祭
り
で
は
浦
安
の
舞
や
す
も
う

甚
句
、
五
ツ
鹿
、
唐
獅
子
な
ど
の
様
々
な

練
り
が
行
わ
れ
、
多
く
の
見
物
客
で
賑
わ

い
ま
す
。

　

新
町
長
紹
介

　

8
月
26
日
任
期
満
了
に
伴
う
久
万

高
原
町
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
投
票
の

結
果
、
髙
野
宗
城
氏
が
再
選
さ
れ
た
。

　

久
万
高
原
町
長

　
　
髙た

か

　
野の

　
宗む

ね

　
城き

　
氏

　

第
1
6
7
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長

会
会
長
会
が
、
香
川
県
当
番
に
よ
り
、
8

月
30
日
高
松
市
の
「
香
川
県
自
治
会
館
」

で
、
四
国
4
県
の
会
長
及
び
事
務
局
長
が

出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

会
議
は
ま
ず
、
地
元
香
川
県
の
蓬
会
長

の
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、
規
約
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
同
会
長
が
議
長
席
に
着
い

て
、「
議
事
」
に
入
っ
た
。

　

ま
ず
、
会
議
録
署
名
人
に
次
期
開
催
県

の
土
居
高
知
県
会
長
を
指
名
し
た
後
、
次

の
と
お
り
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

　
　
　
　
議
　
　
事

１　

四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会
に
つ

い
て

　
　

渡
部
愛
媛
県
事
務
局
長
か
ら
、
資
料

に
基
づ
き
説
明
が
あ
り
、
協
議
の
結
果
、

原
案
の
と
お
り
決
定
し
た
。

２　

第
56
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
に

提
出
す
る
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会

の
要
望
事
項
に
つ
い
て

　
　

瀧
本
香
川
県
事
務
局
長
か
ら
、
資
料

に
基
づ
き
説
明
が
あ
り
、
協
議
の
結
果
、

「『
四
国
8
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
の
早

期
整
備
及
び
本
州
四
国
連
絡
道
路
に
お

け
る
全
国
共
通
水
準
料
金
の
確
実
な
実

現
に
つ
い
て
」
を
要
望
す
る
こ
と
に
決

定
し
た
。

３　

第
53
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会

研
修
会
に
つ
い
て

　
　

瀧
本
香
川
県
事
務
局
長
か
ら
24
年
度

の
研
修
会
の
開
催
概
要
及
び
そ
の
持
ち

方
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
協
議
の
結

果
、
原
案
ど
お
り
開
催
す
る
こ
と
に
決

定
し
た
。

4　

次
期
四
国
地
区
会
長
会
の
開
催
に
つ

い
て

　
　

次
回
は
、
25
年
3
月
に
高
知
県
で
開

催
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

議
長
全
国
大
会
に

﹁
本
四
連
絡
道
路
の
通
行
料
金
等
﹂を
要
望

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
会
長
会
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◉
町
立
久
万
美
術
館
2
0
1
2
年
度
自
主
企
画
展

　「
白
　
夢
―
松
本
俊
夫
の
世
界
」

 

９
月
8
日
㈯
～
11
月
17
日
㈯　

久
万
高
原
町

　

わ
た
し
た
ち
は
目
眩
（
め
ま
い
）
の
な
か

に
何
を
み
る
の
か
。

　

目
眩
。
そ
れ
は
身
体
が
不
意
に
失
調
す
る

前
兆
で
す
。
矢
継
ぎ
早
に
変
化
す
る
映
像
そ

し
て
色
彩
、
不
協
和
音
―
―
。
松
本
俊
夫
の

映
像
は
、
私
た
ち
に
目
眩
を
容
赦
な
く
突
き

つ
け
、感
覚
の
不
快
さ
を
引
き
出
し
ま
す
。そ

れ
は
、
私
た
ち
の
際
限
な
い
欲
望
と
罪
の
意

識
が
引
き
起
こ
す
禁
忌
の
行
為
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
、
感
覚
の
不
快
に
だ
け
向
け
ら
れ
て

い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
映
像
を
見

る
こ
と
は
、
今
ま
で
感
じ
る
こ
と
の
な
か
っ

た
新
た
な
感
覚
を
発
見
す
る
た
め
に
必
要
な

手
続
き
で
あ
り
ま
す
。ま
さ
し
く
こ
れ
は
、現

代
に
生
き
る
私
た
ち
の
通
過
儀
礼
（
イ
ニ
シ

エ
ー
シ
ョ
ン
）
と
も
い
え
る
の
で
す
。

　

こ
の
展
覧
会
は
、
日
本
に
お
け
る
実
験
映

画
の
先
駆
者
で
あ
り
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
国
際
記

録
映
画
祭
サ
ン
・
マ
ル
コ
金
獅
子
賞
な
ど
、世

界
的
な
映
画
賞
を
受
賞
し
て
き
た
松
本
俊
夫

の
映
像
世
界
を
紹
介
し
ま
す
。
な
か
で
も
、

「
現
実
と
虚
構
」を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
描
き
出

さ
れ
た
松
本
俊
夫
の
〈
白　

夢
〉
に
つ
い
て
、

映
像
資
料
や
グ
ラ
フ
コ
ン
テ
・
絵
コ
ン
テ
・

台
本
な
ど
の
制
作
背
景
を
伝
え
る
参
考
資
料
、

さ
ら
に
映
像
理
論
の
解
説
を
加
え
て
、
観
客

自
ら
が
目
眩
を
通
じ
感
覚
的
な
「
何
か
」
を

実
感
す
る
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

林
業
の
ま
ち
久
万
高
原
を
家
族
で
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

◉
第
42
回 

久
万
林
業
ま
つ
り

　
森も

林り

を
活
か
せ
！

　
　
　
久
万
高
原
の
新
た
な
挑
戦

　
10
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰

　

 

●
会
場
／
久
万
公
園
、森
林
組
合
久
万
事
業
所

　
　
　
　
　

 

愛
媛
県
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー　

■
木︵
こ
︶だ
わ
る

○
林
業
総
合
資
料
展

○
親
子
木
工
広
場

○
杉
ｉ
ｎ
ｇ
ハ
ウ
ス
シ
リ
ー
ズ
の
展
示
・
即
売

○
木（
こ
）だ
わ
り
ク
イ
ズ
王
決
定
戦
ほ
か
多

彩
な
イ
ベ
ン
ト

○「
久
万
高
原
の
家
」モ
デ
ル
住
宅
見
学
会

○「
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
久
万
高
原
」宅
地
分
譲
地

見
学
会

○
木
材
記
念
市（
県
森
連
・
森
林
組
合
・
㈱
久
万

木
材
市
場
）

【開館時間】
　9：30～17：00（入館は16：30まで）

【休館日】
　月曜日（ただし9月17日10月8日は開館）
　と祝日の翌日

【観覧料】
　一般　800（500）円、高大生500（400）円、
　小中生400（300）円
　※（ ）内は20名以上の団体、高齢（65歳以上）･
　　身障･療育各手帳の提示の際の割引料金

【お問い合わせ】
　町立久万美術館　☎0892（21）2881
　ホームページ
　　http://www.kumakogen.jp.culture/muse/ ピーターのデビュー作！

■
秋
の
味
覚
で

　
　

こ
こ
ろ
も
お
腹
も
満
腹

○
も
ぎ
た
て
の
り
ん
ご
や
ぶ
ど
う
、
高
原
野

菜
な
ど
の
旬
の
農
産
物
を
販
売
し
ま
す
。

○
懐
か
し
の
お
ふ
く
ろ
の
味
や
地
元
産
品
を

活
か
し
た
素
朴
な
加
工
食
品
も
目
玉
の
ひ

と
つ
で
す
。

【お問い合わせ】　久万高原町役場森林林業課内
　久万林業まつり実行委員会
　☎0892（21）1111
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秋
の
砥
部
焼
ま
つ
り

●
場
所
／
砥
部
焼
伝
統
産
業
会
館
周
辺

●
実
施
日
／
11
月
3
日
㈯　
9
時
〜
17
時 　

4
日
㈰　
9
時
〜
16
時

で
ち
こ
ん
か

●
場
所
／
鬼
北
町
近
永
8
0
0
番
地
1 

鬼
北
町
役
場
裏 

河
川
敷

●
実
施
時
期
／
10
月
第
2
土
曜
日
・
日
曜
日

砥 部 町

鬼 北 町

【
概
　
要
】

　
好
評
の
窯
元
対
面
販
売
で
す
っ
か
り
お
な

じ
み
に
な
り
ま
し
た「
秋
の
砥
部
焼
ま
つ
り
」。

　
今
年
も
、
約
60
軒
の
窯
元
が
軒
を
並
べ
て
、

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

や
、
餅
ま
き
、
砥
部
焼
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど

も
行
い
ま
す
。

　
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
、
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
。

【
概
　
要
】

　「
で
ち
こ
ん
か
」と

は
、
鬼
北
町
の
方
言

で
「
出
て
き
ま
せ
ん

か
」と
い
う
意
味
。旧

広
見
町
合
併
40
周
年

を
記
念
し
て
平
成
6

年
か
ら
始
ま
り
、
合

併
後
も
鬼
北
町
の
一

大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

開
催
し
て
い
ま
す
。

町
の
伝
統
行
事

　
前
夜
祭
で
は
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
に

お
い
て
、鬼
北
町
の
太
鼓
集
団
「
魁
」

を
は
じ
め
と
す
る
県
内
外
の
太
鼓
集

団
が
熱
い
邦
楽
ラ
イ
ブ
を
展
開
。
当

日
に
は
、
歌
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
多
彩

な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
他
、
町
内

外
の
約
90
の
お
店
が
軒
を
連
ね
る

「
び
っ
く
り
市
」や
川
魚
の
つ
か
み
ど

り
、
恒
例
の
ジ
ャ
ン
ボ
き
じ
鍋
の
無

料
提
供
な
ど
、
毎
年
多
く
の
来
場
者

で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

●お問い合わせ
　産業建設課 砥部焼観光係
　☎089（962）7288
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8
月
の
会
と
催
し

▽
1
日
＝
第
72
回
国
民
体
育
大
会
愛
媛
県

準
備
委
員
会
第
5
回
広
報
・
県
民
運
動

専
門
委
員
会
、
同
第
10
回
総
務
専
門
委

員
会
、
同
第
7
回
施
設
専
門
委
員
会

▽
2
日
＝
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
平

成
23
年
度
会
計
監
査
、
医
療
対
策
課
と

の
打
合
せ

▽
3
日
＝
第
12
回
四
国
土
砂
防
災
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
議
員
連
盟
定
期
総
会

▽
6
日
＝
第
72
回
国
民
体
育
大
会
愛
媛
県

準
備
委
員
会
第
8
回
常
任
委
員
会
、
自

治
会
館
共
同
管
理
打
合
せ

▽
8
日
＝
民
主
党
総
務
部
門
会
議
、
全
国

町
村
会
政
務
調
査
会
財
政
委
員
会
、
平

野
復
興
大
臣
と
の
意
見
交
換
会
、
四
国

四
県
町
村
会
・
町
村
議
会
議
長
会
事
務

局
長
会
議

▽
10
日
＝
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
平

成
24
年
度
組
合
議
会

▽
15
日
＝
愛
媛
県
戦
没
者
追
悼
式

▽
22
日
＝
㈶
全
国
自
治
協
会
新
法
人
移
行

に
伴
う
事
務
打
合
せ
会

▽
23
日
＝
第
8
回
え
ひ
め
愛
顔
の
助
け
合

い
基
金
運
営
委
員
会

▽
27
日
＝
愛
媛
県
地
方
税
滞
納
整
理
機
構

組
合
議
会

▽
28
日
＝
平
成
24
年
度
面
接
試
験
技
法
研

修
会

▽
29
日
＝
第
1
6
7
回
四
国
地
区
町
村
議

会
議
長
会
会
長
会

　　

 　

大
人
と
行
動

　

今
夏
、日
本
列
島
は
兎
に
角
暑
い
！
。残

暑
は
遠
く
、
未
だ
猛
暑
の
真
っ
只
中
、
熱

帯
夜
も
継
続
中
で
あ
る
。し
か
し
暦
が
処
暑

を
過
ぎ
る
と
『
り
い
ん
! 
り
い
ん
!
』
と

鈴
虫
の
声
が
、
朝
夕
に
は
聞
こ
え
て
来
る
。

厳
し
い
暑
さ
で
あ
ろ
う
と
自
然
界
に
も
生

真
面
目
？
な
鈴
虫
が
居
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
わ
っ
た
。

過
去
最
多
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
会
場
に
日

の
丸
を
揚
げ
た
選
手
、
ま
た
力
い
っ
ぱ
い

頑
張
っ
た
全
選
手
『
お
疲
れ
！
。』
で
あ

る
。日
本
選
手
は
、馬
前
に
吊
る
さ
れ
た
人

参
を
追
っ
か
け
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
将

来
の
個
人
に
対
す
る
金
銭
確
保
に
目
を
血

走
せ
る
こ
と
も
な
く
、
ま
し
て
や
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
憲
章
に
反
す
る
で
も
な
し
に
堂
々

と
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
に
則
っ
て
活
躍

さ
れ
た
こ
と
は
、
人
と
し
て
大
人
の
素
晴

ら
し
い
価
値
（
＝
勝
ち
）
で
あ
り
、
日
本

人
と
し
て
の
誇
り
で
あ
る
。
健
康
な
競
争

は
称
え
る
が
、
邪
悪
な
競
争
は
、
大
人
と

は
言
い
難
い
…
。
8
年
先
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
、
是
非
と
も
原
点
に
戻
っ
た
健

全
な
精
神
で
、
ス
ポ
ー
ツ
競
争
が
展
開
さ

れ
る
よ
う
望
み
た
い
。

　

さ
て
、29
日
、南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
被

害
に
よ
る
人
と
建
物
の
被
害
予
測
が
公
表

さ
れ
た
（
国
の
中
央
防
災
会
議
・
地
震
対

策
検
討
作
業
部
会
）。Ｍ
9
の
最
大
級
が
冬

季
の
夜
間
発
生
と
想
定
。
最
悪
の
シ
ナ
リ

オ
で
あ
る
が
死
者
32
万
人
、
全
壊
2
3
8

万
6
千
棟
を
予
測
。
こ
れ
ら
数
字
は
、
日

本
国
の
機
能
停
止
、
列
島
沈
没
…
。
本
県

な
ど
以
前
公
表
よ
り
死
者
は
3
倍
、
全
壊

は
3
倍
弱
と
な
る
。
愛
媛
の
震
度
は
6
強
。

津
波
の
高
さ
、
襲
っ
て
く
る
時
間
な
ど
対

応
の
見
直
し
、
行
動
は
急
を
つ
げ
て
い
る
。

　

過
去
に
は
、
3
0
5
年
前
の
宝
永
地
震

Ｍ
8
・
4
（
千
葉
～
鹿
児
島
）
の
時
、
愛

媛
の
震
度
は
5
～
6
。
約
1
6
0
年
前
の

安
政
南
海
地
震
Ｍ
8
・
4
（
東
南
海
地
震

の
32
時
間
後
）
愛
媛
の
震
度
は
5
～
6
。

昭
和
19
年
の
昭
和
東
南
海
地
震
Ｍ
7
・
9
。

2
年
後
の
昭
和
21
年
の
昭
和
南
海
地
震
Ｍ

8
、
愛
媛
の
震
度
は
5
強
。
概
ね
1
0
0

～
1
5
0
年
の
間
隔
で
発
生
し
て
お
り
、

今
世
紀
前
半
で
の
発
生
は
、
Ｍ
も
大
き
く
、

最
悪
で
は
4
連
動
地
震
発
生
、
強
震
と
大

津
波
の
襲
来
は
猶
予
な
し
。

　

な
お
、
日
本
列
島
が
地
震
活
動
期
に

入
っ
た
と
言
わ
れ
る
中
、
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
よ
り
先
に
日
向
灘
～
豊
後
水
道
、

伊
予
灘
、
安
芸
灘
の
地
域
を
震
源
と
す
る

Ｍ
7
級
が
、本
県
を
襲
う
予
測
も
あ
る
。建

物
耐
震
の
強
化
と
津
波
に
対
す
る
避
難
対

策
は
、
事
の
前
の
今
、
理
屈
抜
き
で
急
が

ね
ば
な
ら
な
い
。

　

さ
ら
に
8
月
の
人
的
な
範
疇
で
あ
る
領

土
に
つ
い
て
は
、
相
手
が
大
人
で
な
く
ば
、

確
た
る
動
き
を
早
急
か
つ
毅
然
と
し
て
、

そ
れ
な
り
の
行
動
を
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

大
人
の
ス
ポ
ー
ツ
精
神
は
通
じ
な
い
。

　

�

（
Ｔ
）

　
「
欲
望
の
荷
を
負
い
過
ぎ
い
る
者
は
、

　
　

小
さ
な
喜
び
を
買
う
に
も

　
　
　
　
　
　

苦
し
み
か
つ
損
を
す
る
」

　
　
（
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ブ
ラ
ン
ト　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ド
イ
ツ
の
詩
人
）

一

筆

編
集
後
記

　

先
の
大
戦
が
終
わ
っ
て
か
ら
67
回
目
の

終
戦
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　

現
在
の
平
和
と
繁
栄
は
、
先
人
た
ち
の

尊
い
犠
牲
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
礎
に
実
現

さ
れ
た
も
の
で
す
。
あ
ら
た
め
て
、
あ
の

戦
い
に
散
っ
た
英
霊
に
対
し
て
心
か
ら
の

哀
悼
の
誠
を
捧
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇

　

そ
う
い
え
ば
子
供
の
こ
ろ
に
『
♪
戦
争

が
終
わ
っ
て
僕
ら
は
生
ま
れ
た　

戦
争
を

知
ら
ず
に
僕
ら
は
育
っ
た
♪
』
で
始
ま
る

「
戦
争
を
知
ら
な
い
子
供
た
ち
」と
い
う
唄

が
流
行
り
ま
し
た
。

　

こ
ん
に
ち
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
現
代
に
生
き
る
私

た
ち
は
、
二
度
と
悲
劇
を
繰
り
返
す
こ
と

の
な
い
よ
う
、
戦
争
の
教
訓
を
次
代
に
語

り
、
平
和
へ
の
強
い
思
い
を
受
け
継
い
で

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◇

　

立
秋
を
過
ぎ
、
秋
が
そ
こ
ま
で
来
て
い

ま
す
。
5
月
号
の
編
集
後
記
で
「
麦
秋
」

に
触
れ
ま
し
た
が
、
昔
か
ら
秋
は
一
年
で

も
っ
と
も
大
切
な
時
期
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇

　

危
急
存
亡
の
秋
（
と
き
）。
緊
急
事
態

が
目
前
に
迫
り
、
切
羽
詰
ま
っ
た
状
態
の

「
と
き
」
に
「
秋
」
の
字
を
使
う
の
は
、秋

は
収
穫
の
重
要
な
時
期
な
の
で
、
わ
ざ
と

「
秋
」の
字
を
使
っ
て
意
味
合
い
を
強
調
し

て
い
る
ん
だ
そ
う
で
す
。
ふ
～
ん
。

◇

　

言
葉
っ
て
奥
深
い
で
す
ね
。
今
年
の
秋

こ
そ
、
ゆ
っ
く
り
と
読
書
に
励
も
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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